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宗
像
に
も
炭
鉱
が
あ
っ
て
石
炭
を
掘

っ
て
い
た
―
―
こ
の
こ
と
を
知
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
確
か
な
証
拠

に
昔
の
人
の
回
想
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
。 大

正
６
年
（
１
９
１
７
）
の
夏
、
一
人

の
若
者
が
信
玄
袋
（
手
荷
物
袋
）
を
肩

に
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
赤
間
駅
に
降
り
立

っ
た
。
…
…
駅
前
に
た
む
ろ
す
る
二
、

三
台
の
人
力
車
…
…
大
枚
五
十
銭
を

奮
発
し
て
車
上
の
人
と
な
る
。
し
ば
ら

く
続
い
た
た
ん
ぼ
道
も
や
が
て
山
道

に
か
わ
る
。
「
こ
こ
が
山
田
の
地
蔵
峠

で
」
…
…
「
こ
れ
が
玄
界
灘
で
す
た
い
」

と
（
車
夫
は
）
一
段
と
声
を
高
め
る
。

だ
ら
だ
ら
坂
を
下
り
、
や
や
小
高
い
丘

に
来
る
と
、
立
ち
働
く
人
々
の
気
配
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
が
我
が
新
た
な

任
地
、
宗
像
郡
池
野
村
池
田
炭
坑
で
あ

っ
た
（
『
貝
島
会
会
報
』
昭
和

 

51   

年

 

11

月
）
。 

 

     

 
     

若
者
が
新
興
の
炭
鉱
に
誇
り
と
希
望

を
抱
い
て
着
任
す
る
情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。
池
野
村
池
田
（
現
・
宗
像

市
池
田
）
に
は
明
治
中
頃
に
創
業
し
た
炭

鉱
が
あ
り
ま
し
た
が
、
不
況
の
た
め
数
年

で
会
社
が
解
散
に
な
り
廃
坑
状
態
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
炭
鉱
の
復
興
に
尽

力
し
た
の
が
貝
島
太
助
で
す
。
太
助
は
、

江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）

に
鞍
手
郡
直
方
村
で
生
ま
れ
、
早
く
も
９

歳
の
頃
に
は
坑
内
で
働
い
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
炭
鉱
経
営
で
成
功
し
、

明
治

 

18   

年
（
１
８
８
５
）
に
は
鞍
手
郡
宮

田
村
、
今
の
宮
若
市
に
大
之
浦
炭
坑
を
開

発
し
て
会
社
を
発
展
さ
せ
る
一
方
、
私
財

を
投
じ
て
小
学
校
を
幾
つ
も
創
設
し
て

い
ま
す
。
太
助
は
各
地
の
炭
鉱
に
一
族
を

配
し
て
地
方
財
閥
化
し
、
安
川
敬
一
郎
一

族
、
麻
生
太
吉
一
族
と
並
ん
で
「
筑
豊
御

三
家
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

 

貝
島
太
助
の
池
田
と
の
縁
は
明
治
初

頭
に
遡
り
ま
す
。
当
時
、
筑
豊
の
長
老
渡

辺
弥
右
衛
門
は
池
田
村
に
招
か
れ
、
石
炭

の
探
鉱
や
採
掘
を
指
導
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
渡
辺
に
目
を
掛
け
ら
れ
助
手
役

を
務
め
た
の
が
、
当
時
未
だ
修
業
中
だ
っ

た
太
助
で
し
た
。
若
く
し
て
骨
身
を
削
っ

た
池
田
の
炭
鉱
に
は
特
別
の
思
い
入
れ

を
持
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

            

筑
豊
有
数
の
企
業
家
と
な
っ
た
太
助

が
、
初
め
て
池
田
の
鉱
区
を
買
収
し
た
の

は
明
治

 

29   

年
頃
の
よ
う
で
す
。
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）

 

11  

月
に
は
池
野
村
に
貝

島
鉱
業
池
田
鉱
業
所
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
社
長
の
太
助
は
残
念
に
も
そ
の
直

前
に
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
72   

 

歳
で

し
た
。
創
業
者
の
死
を
乗
り
越
え
て
、
坑

長
や
若
い
社
員
の
奮
闘
で
作
業
は
順
調

に
進
み
、
大
正
６
年
１
月
か
ら
地
下
の
開

坑
作
業
に
着
手
し
、
年
末
に
な
っ
て
炭
層

に
到
着
し
、
翌
年
正
月
か
ら
営
業
出
炭
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

掘
っ
た
石
炭
は
荷
馬
車
で
赤
間
駅
ま

で
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大

戦
に
よ
る
好
景
気
で
出
炭
量
が
増
加
し
、

運
送
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
き
た
の
で
、

   

20   

万
円
を
費
や
し
て
石
炭
運
搬
用
の
空

中
索
道
（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
）
を
赤
間
ま
で

建
設
し
て
い
ま
す
。 

池
田
炭
鉱
は
竪
坑
だ
け
で
な
く
斜
坑

も
有
す
る
近
代
炭
鉱
で
、
年
間
２
万
ト
ン

以
上
の
良
質
石
炭
を
産
出
し
ま
し
た
が

大
正
９
年
５
月
、
同
業
者
の
要
請
に
応
じ

て
他
社
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
は
戦

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
中
小
炭
鉱
と
し

て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
石
炭
を
産
出
し
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
革
命
の
あ
お
り
を
受
け
て
昭
和

 

33   

年

（
１
９
５
８
）

    

12   

月
に
閉
山
し
ま
し
た
。

玄
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
一
帯
は
そ
の
跡
地

で
す
。 

（
近
代
部
会 

砂
場
一
明
） 

 
 

 

宗
像
と
石
炭
と
貝
島
太
助 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
近
代
部
会
か
ら
～ 

石炭運搬用空中索道（昭和御大典

記念史跡名勝写真帖、昭和 3 年） 

直方市・多賀町公園の
貝島太助翁像 

宗
像
に
も
炭
鉱
が
あ
っ
た 

貝
島
太
助
と
宗
像
の
関
わ
り 

貝
島
池
田
炭
鉱
の
設
立 
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